
 

指定管理者に係る令和２年度事業報告書について

（ 和   光   樹   林   公   園 ） 
 

指定管理者：和光樹林公園パートナーズ（平成２８年度～令和２年度） 

 

１ 令和２年度事業報告書の概要  
 

（１）管理業務の実施状況 

  ア 危険な枯木の伐採や、灌木・下草刈りによる見通しの確保等により、安心して過ご 

   せる公園運営に取り組んだ。 

  イ 新型コロナウイルス感染症拡大防止対策を行ったうえで、地元団体の活動協力など 

   地域連携を推進した。 

  ウ 大泉中央公園及び大泉さくら運動公園との連絡協議会を立上げ、情報共有するとと    

   もに、スタンプラリーを開催するなど協力体制を確立した。 

  エ ケータリングカーの出店や新たな物販事業の開始など、自主事業の拡充に取り組ん    

   だ。 
 

（２）施設の利用状況 

施設名 H28 H29 H30 R1 R2 

駐車場（南・北） 55,382台  55,033台 48,677台 54,899台 55,194台 

  ※ 新型コロナウイルス感染拡大防止による休止期間 

     駐車場：令和２年４月２５日～５月３１日 
 

（３）収支状況                           （単位：千円） 

項 目 
決算額 

a 
予算額 

b 

決算額と予算額の比較 

備考 差額 
c=a-b 差額の発生理由 

指定管理料 28,740 28,270 470 
新型コロナウイルス感染

症対策に伴う増額 
 

利用料金収入 15,814 14,190 1,624 行為許可収入の増  

その他収入 8,240 9,460 △1,220   

収入合計 52,794 51,920 874   

人件費 23,541 18,150 5,391 直営作業の増  

事業費 27,958 33,770 △5,812 積雪対策費の減  

支出合計 51,499 51,920 △421   

収支差額 1,295 0 1,295   

 
［参考］指定期間における収支決算額の推移      （単位：千円） 

項目 平成 28 年度 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 

収 入 50,163 53,892 53,738 57,100 

支 出 48,413 51,348 48,491 45,561 

収支差額 1,750 2,544 5,247 11,539 

 



 

指定管理者に係る令和２年度事業報告書について 

（ 新 座 緑 道 ） 

  

指定管理者：株式会社八
は ち

廣
こ う

園
え ん

（平成２８年度～令和２年度） 

 

１ 令和２年度事業報告書の概要 

 

（１）管理業務の実施状況 

  ア 除草・剪定・清掃業務を行った。 

  イ 園内を巡回し、施設・樹木の点検等を行った。 

  ウ 案内板・樹名板を設置するなど、利用者サービスの向上に努めた。 

  エ コロナ対策の周知を行い、イベント等は中止した。 

 

（２）施設の利用状況 

   有料施設なし 

 

（３）収支状況 

                    （単位：千円） 

項 目 
決算額 

a 
予算額 

b 

決算額と予算額の比較 

備考 差額 
c=a-b 差額の発生理由 

指定管理料 902 902 0   

利用料金収入 0 0 0   

その他収入 0 5 △5   

収入合計 902 907 △5   

人件費 1,210 378 832 
外部発注予定経費について

自社で実施したための増 

 

事業費 5 529 △524 
外部発注予定経費について

自社で実施したための減 

 

支出合計 1,215 907 308   

収支差額 △313 0 △313   

 
［参考］指定期間における収支決算額の推移         （単位：千円） 

項目 平成 28 年度 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 

収 入 872 888 889 904 

支 出 1,089 602 1,231 1,402 

収支差額 △217 286 △342 △498 

 
 
 
 
 

 



 

指定管理者に係る令和３年度事業計画書について 

（和  光  樹  林  公  園・新  座  緑  道） 
 

指定管理者：和光樹林公園パートナーズ（令和３年度～令和７年度） 

 

１ 令和３年度事業計画書の概要 

 

（１）基本的な考え方 

  ア 10 年後を見据えた植生の再構築 

  イ 和光樹林公園や新座緑道の特徴を活かした「賑わいの創出」 

  ウ 広域避難地域や避難路として安全・安心の提供 

 

（２）事業計画 

  ア 公園施設、管理センター、駐車場の公平公正な運用・管理 

  イ 安全・安心のための施設、設備の保守点検や適切な維持管理 

  ウ 飲食サービスや貸出サービス、各種イベントなど、きめ細やかで魅力ある企画の提 

      供と、わかりやすい公園情報の発信 

  エ 協働による環境保全活動やゾーニングマネジメントによる植生回復 

オ 市街地に隣接する公園としてにぎわいの場となり地域活性化する企画の実施、近隣 

  施設との連携 

  カ 事件事故の防止対策や感染症拡大防止対策、災害時への備えなど危機管理に努める 

 

（３）収支予算                         （単位：千円、％） 

項 目 
当年度予算額 

a 

前年度予算額 

b 

増減額 

c=a-b 

増減率

(%) 

c/b*100 

備考 

指定管理料 31,922 29,172 2,750 9.4 

※前年度予算額は和光

樹林公園と新座緑道の

２指定管理者の合算、

当年度予算額は和光樹

林公園と新座緑道の合

計 

利用料金収入 16,555 14,190 2,365 16.7 

その他収入 7,909 9,465 △1,556 △16.4 

収入合計 56,386 52,827 3,559 6.7 

人件費 24,630 18,528 6,102 32.9 

事業費 31,756 34,299 △2,543 △7.4 

支出合計 56,386 52,827 3,559 6.7 

収支差額 0 0 0  

 

（４）執行体制【１７人】 

 本 部 総括責任者（１）〈関係機関との連絡調整、トータルマネジメントの指導を行う。〉  

     副総括責任者（１）〈総括責任者をバックアップする。〉 

 所 長（１）〈公園のトータルマネジメントを行う。〉 

    副所長（１）〈所長の業務補佐、不在時代行を行う。〉  

    運営管理スタッフ（５）〈利用者案内、園内巡回、公園情報の受発信等を行う。〉 

    維持管理スタッフ（８）〈園地の植栽管理や巡回・清掃業務を行う。〉 

 



 

（参 考） 

 ○公園の概要 

   和光樹林公園は、米軍「キャンプ朝霞基地」の跡地の一部に整備した公園で、芝生

広場やジョギングコースを設置している。（供用面積２０．２ha） 

新座緑道は、新座市内にある延長４８０ｍ、幅１０ｍの遊歩道である。（供用面積

０．４８ha） 

 ○開設年月日 和光樹林公園：平成元年３月２８日 

新座緑道：平成５年４月３０日 


